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ユ　ダ　ヤ　音　楽　研　究

　　　　　　　　　　　　　　　　1）
宗教歌の旋律型と旋法について

水　　　　野　　　　信 男

　　　　NobuoMIzUN0：ASTUDY0FJEwIsHMUsIc
On　the　Mle1odic　Pattems　and　the1Mlodes　of　the　Re1igious　Chants

　ABsTRAcT：Juda1sm1s　the　base　of　Chr1st1an1ty　and．one　of　the　sources　of

Westem　c1v111zat1on　So　the　anc1ent　Jew1sh　mus1c　has　an　mportant　s1gn1f1cance

to　get　a　c1ue　to　the　or1gm　of　Westem　mus1c．

　S1nce　the　destruct1on　of　the　Second．Temp1e　（70A　D），the　Jews　haYe

formed．the　Or1enta1and．European　Jew1sh　commun1t1es　t111qu1te　recent1y

（D1aspora）　Th1s　h1stor1ca1background　of　the　Jews　offers　a　conven1ent　way

for　mak1ng　the　anc1ent　Jew1sh　mus1c　c1ear　Because　the　common　e1e㎜ents

among　each　Jew1sh　co1血mun1ty1may　conta1n　the　e1ements　of　Pa1estme　before

D1asporaAZId．e1sohn（1882－1938）tr1ed．toextracttheanc1entand．trad1t1ona1

e1ements　of　Jew1sh　mus1c　fro皿the　geograph1ca1s1tuat1on

　The　a1㎜of　th1s　report1s　to　make　a　comparat1ve－mus1co1og1caI　survey　of“the

me1od．1c　pattems　and．the　modes　of　Jew1sh　cant111at1on”，quotmg　the　Ide1sohn’s

methodo1ogy

　ユダヤ教はキリスト教の母体となり，ひいては西洋文明の源流の1つとなった。古代ユダヤ

音楽が西洋音楽史の淵源を極める手がかりとして重要な思義をもっていることは，今さらいう

までもないことであろう。

　ユダヤ人は古代イスラエル国家の崩壊（70A．D．）以後，19世紀のユダヤ人解放を経てイ

スラエル共和国の独立（1948）に至るまで，2000年近くも自己の国をもたず，世界各地に散在

（Diasp6ra）して2）共同体生活を営んできた。この特殊な歴史的背景は古代ユダヤ音楽の

解明に好都合な手段を提供している。即ち，各地のユダヤ人共同体苧）のもつ共通要素の申に

はDiaspora以前のパレスチナまでさかのぼることのできる要素が含まれていると思われるの

である。4）このユタヤ史の地理的状況から古代要素を抽出する方法は，主にA　Z　Ide1sohn

（1882－1938）によって試みられた。

　この小論ではA　Z　Ide1sohnの方法論を援用し，比較音楽学の立場から，ユタヤ教典礼の

聖書のcant111at1onについて，その旋律型と旋法を考察する。



水　　野　　信　　男 43

且

　　　　　　　　　恥皿械鋤ch（毛一ゼ五書）c狐伽就豆⑪皿の比較研究

　　　比較総譜による検討　その1

　Ex1，2は。旧約聖書の創世記第I章（Genes1s　I）の冒頭と，そのcant111at1onの比較総

譜である。5）

　　　　　　　　　　　　Ex．1　Genesis　I，1－8

　　　　　　　　　洲門細椚輝棚嘩的聯び箏ら箏蛉諌肺帥噛
　　　　　　　　　　　目怖篤閉r目r岬1掴｝帯箏r舶い浦汽卿
　　　　　　　　　　3哨瑚「r箏斌町栂r帥1嘩箏1握5餉皇脾
　　　　　　　　　　4暇目怖峠揮1那㌻r榊箏月舳ナ榊羽1r悌
　　　　　　　　　　同神曲帥rr峰1目曲洲、脚1『的吋募r　r榊

　　　　　　　　　　　　　自　　‡r碑町r脚剛自頂叩ニユ哨・皇賦羽

　　　　　　　　　　・帥青昌岬弓剛榊・厚W目籾・賊〕
　　　　　　　　　　唱湖博うr瑚凄門町箏餉5紗単泊油目や
　　　　　　　　　　　哨岬湘古尋自r鮒目湖暇夢・閃←肺弾、洲

　　　　　　　　　　8r開叩1ユ昌覗苅コ噸ψ凄酒＞昌沖尊鵠諏ユ1凛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　　　　洲曽目巾

　　　　　　7）
セファルディム．

オ　リエン　ト

’1．

2．

3．

4．

5．

5！．

6．

6／．

7．

セファルディム　（フランス）　　　　Gen．

イタリア

モロツコ

ジェノレノマ8）

バビロニア9）（イラク＝バグダッド）

ノぐビロニア

イェメンユ0）

イェメン

ローマ⑧カントール11）

I，1～4（HOMS1皿）

I，1～5（HOMS1皿）

I，1～8（IT）

I，1～5（ML）

I，1～5（ML）

I，1～3（SB）

I，1～5（MdB）

I，1～4（SB）

I，1　　（ML）

　1．2－3．4はセファルディム　（2．3．4は地申海圏のセファルディム），12）5．6はオリエ

ントの土ダヤ人共同体である。

（1）旋律とことば

　この比較総譜の小節は各モティーフじとに構成されている。各モティーフは聖書の1つ1つ

の語にそれぞれついており，「モティーフ＝語」ということができる。これは，「旋律は絶対的

にことばに支配される」13）というcant111atlonの鉄則であり，Ex2で引用した譜例のどれ

も例外ではない。このこと自体すでにユダヤ音楽の古代的要素の1つの現われでもある。

　Ex．3は文章の意味の上からヘブライ語のtextを調べたものである。
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Ex 2 6) GenesiS I' 1 

L 1 -'~- #-i~~#~ --S~'~~~~~j~ . ~~~ ･ ~ - _il]~~~~'~~'~~"='~~"i;: 

, - -- ~ * 

2
 

8 :_-~##~EJ~)J~~ i 
+~+ ,*'~'~~~-= 

. 

::;""-~ ##_]--,--'--'~j~--'~~~~'--'j:･-:_"-'---1 __ 

4 '~ ~-. 

- ~ ####~,~:=~-- ~: 

5-

~ -･･･-~-- I- :-58~ ~ Q o ~~~=11li'l: _ _or b
 ' - ~ V --' ~ ~ P -] f__ ~i] 

: ~ # .~,~~~ ~'~~~~' 

6-

A 

~~f~= Fl~~~~7~~ 

. ~*J- .;t:~:-i~_~1=i_-~:･ _ 

. ~ -- -~:1~~~~i~b~'~.~ "':~;:}~_::~l_ ,:~~~'~'~~_~- ~' ~~ 
7" ' 

'~ 

~
=
~
~
'
~
-
-
-
~
j
 
~
 
=
 
~
 
I
*
 
*
 

#~.~ Ji:~ , 
*~_~'J 

! j ! 'f '} 

' _,,:'; ..__ E~~~~~ _#~ J - J ._-._l 

Be-r~ -sit ba -ra e-1 o-him et ha sa-ma-jim 
( .I¥ '1 

e-e ha-a~re t s 

:_-~##~EJ~)J~~ i +~+ ,*'~'~~~-= . 

-~- 9 
B
 ~___-~~ J ii: 

B_ __ --~_~ I J_ J_-･~J~l~~ : i_I~.___.__~ 

,s]~ b'~i 

'- 8J ol 

::;""-~ ##_]--.--'--'~j~--'~~~~'--'j:･-:_"-'---1 __ 

= f 

""--'-'-=']~ ~---..---1]- --~~}:~J __ 11 ~ ___ ~~ ~~･~~~i:~'~ (ha) . 

( et ) ~
 

*~ -""~~'~'--~~ ~r~~ll_l 

,~, 

- ~ ####~,~:=~-- ~: BB 13_B 
'-~~: '--_-~_'~~~~'--'~]~__'_'~~'~~~~'~~[1 _ ~v '~~~~~:,'~ ~ ~ B --

~
 

_J3=~_ ___ ~~-':-~j'~=~~-'-)~ ~ 

~ ~･･･~~~~ I~ _..-=_~_-,.-=1_ b -'Q--o ~~IIlli'l: _ _or - ~ V --' ~ ~ P -] f__ ~i] ~ J ' i ~]~ ~:~L~l~~ -o- ' ~ J'~--- -'-- ~-'--~lllll~' __ ~_ }y_ 5 'e - 'i~ ~ :~ ~ __ ~ ~ i _E~ ~ ~ l ~ 

} -- ~ 

l~~~ -~-･･--_ 
~~_~~=~~_~ ~ ~ ~ _~ -'- ~ - ---

9 -.. -. 

,J~: 
_-"~~'~~~="'~'=1 

e
~
.
_
 
,
 
-
 
~
~
 
~
 
-
~
~
 
-
i
~
 
l
 
.
 
~
'
-
*
 

Ex. 3 14) Genesis I, 1 
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破るために動くものと思われる。

　ことばとモティーフのpmctuationは厳格だがその中のアクセントは自由である。

Ex．4

rlz7 7 )~~7*4 A 
(.7 ~ :/ ;~･) T 

/:~ ~r 
S; J:. )~'/~ ~l~~~;f~ 

4_ . ~7_1)__Z_ J~ l-~r H:Z7 7 )11~T'~ A J~ 
,
:
~
 
f
~
r
 (7 5 :/;~.) o

 

~T!v:2 T
 

l-rr 

（イ）
（口）

　また，同じ語が文章の申に幾度もあらわれる場合，そのたびごとに少しずつ異なったモティ

ーフが用いられており，特定の語に特定のモティーフをあてるという関係は成り立たない。16）

E兄5の（イ）～〔はすべてe－1o－himということばのモティーフ。数字はモティーフめ現われる

Genesisの章と節。

Ex．5バピロニア（＜Ex．2の5）

　　　　　王ユ　　　　　u＿　　　エラ4 工。4　　　　　　工。5

　　　　　　　　　　　　　　常脅

　以上のことから，モティーフは，ことばのニュアンスとあまり関係はなく，文章全体の構成

と密接に結びついているということがわかる。

（2）エクフォネティーツク記号と旋律型

Ex．6　Genesis　I，1

1

2

5

6

7

→

一

■
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Ex．617）はEx．2の旋律を線であらわした．ものである。

　各共同体のcant111at1onにみられる旋律型の共通点。18）

　〈　　（各節の申間）だいたいフィナリスヘ向かう。モロッコの例では急下降でおわる。19）

　　　イエメンの例（第1節第3小節）ではフィナリスの短3度上にとどまっている。

ソ　（第1節第5小節）イエメンを除けば下行。

舜　（第2節第1小節）上行4度を伴なう。そして下行。20）
〆
　　　（第2節第3小節）ゆるやかな下行線。

ド　　（第4節第2小節）〉型

＞1　（第5節第2小節）3度あるいは4度の跳躍上行。

リ　　（第5節第9小節）下行。

1　（各節のおわり）フィナリスで終止する。

　反対にとくに異なっている点としては，フランスのセファルディムの2度の動きとローマ・

カントールの後半のメリスマで，これは全く対照的である。イタリァの例では，戸（to－hu），

レ（bo－ker），1（〔e〕一bad）に同じ型のカデンツが使われ，記号による区別は無視されている。

　ハヒロニアと地申海圏セファルディムの顕著な差異はみとめられない。かえって共通面が多

いということができる。（強いて対照的な箇所をさがせは，第5節第5小節のv〔ハヒロニ

ア〕とく〔地申海圏セファルディム〕がある。）

　この結果から旋律型の性格（上行，下行，終止など）は，エクフォネティック記号とも関連

づけられて，各共同体相互でかなり共通のものが保存されているといえよう。21）しかし，こ

の例にみるかぎりでは，イエメンのものは独自の旋律型を示しており，これら（イエメン以外

のユダヤ人共同体）の共通要素がユダヤ古代のものかどうかは疑問で，むしろ各共同体相互の

影響（この場合はセファルディムの要素のバビロニアヘの影響）による結果から生じた現象と

みる方が妥当と思われる。

（3）旋　法

　1．セファルディム（フランス）
　　　　l　　　　l　　　l　　　l

　　　　〃一6，9一αの重2音旋律。
　2．　イタリア

　　　　Pentateuch　mode．23）ヒポフリジア（ギリシャ音階ではドリア）。終止の6→θが特

　　　徴的である。音階として最も完成している。

　3．　モロツコ

　　　　l　　　　　　　　　　　1
　　　　6一θ一∫一α一ろ一（6楽）

　4．　ジェルバ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l
　　　　α一ろ一6一θアジァの一般的音階。　（モロッコの6一θ一！一α一5一（o排）も

　　　l　　　　　　　　　　l　　　l　　　　　　　　　　1
　　　6一θ一∫一α＝α一み一6一θでジェルバの旋法に近い。）

　5．　バビロニア（イラク＝バグダッド）
　　　　l　　　l　l　　　l
　　　　α一6－6の3音構造の旋律に3及び！，g’が加わったものとして解釈できる。

　5／．バビロニア

　　　　5音からなるドリア風音階。
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Ex. 7 22) 

(1) 

Genesls I 14 

）2（

）T（I，1－5

奮
．薄

，

、

I，1－8

I，1－5

ジ、
I，1－5

I，1－3

噂
I，1－5

I，1－4

磁
且
　
　
　
　
塞

轟
　
　
　
遁

　
　
　
璽

回
⑪
　
　
　
　
匿
⑪

6璽

L1

6．　イエメン　　　ドリア。

6／．イエメン　　　ドリア。

7．　ローマ・カントール

　　短調の傾向がある。
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　フランスのセファルティムは　重2音構造たが，フリジア（ヒポフリジア）旋法への傾向を

みせており，24）その点ではイタリァのセファルディムに共通する。しかし，他の地申海圏の

セファルディム，モロッコとジェルバ（この両者は共通要素をもっている）はフランス，イタ

リァのものとは異なる。モロッコ，ジヱルバは，むしろバビロニァのものに近く，旋律型の場

合と同様，旋法でも，バビロニァヘあセファルディムの影響が感じられる。25）

　この比較総譜（Ex．’2）に関する限り，旋法の共通要素は発見できない。Ide1sohnのいう

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　l　　　l　　　　　　　　　　　1
古代Pentateuch　mode（召一∫一g一α十ろ一6一∂一6）は，イタリァの例にみられるが，

オリエントのバビロニァの例には見出されない。イェメンの旋法＜ドリァ＞については，さら

に生較総譜による検討その2で考察される。

　（尚，ローマ・カントールは，先に説明したような26）特殊な立場をもっており，他の例と

同列に比較することはできない。）

　　比較総譜による検討その2

前掲の比較総譜Ex2の旋法の分析をさらに徹底させるため，比較総譜Ex9（出エジプ

ト記第12章第21節のcant1uat1on）を作成する。

　　　　　　　　Ex．8　Exodus　X皿，21

帝泊雛嚇郷紗鋒つ帥胃1璽劫月騨概1配
　　　　　　　　　1門覇潮曹脾飾鞭曲繁事咳

Ex．927）　Exodus，X皿21

　　　へ）　　　、

1雑捉．

・靴臓

・1細誰豚

・尋弼亟

・遥室柾；

・…紅睡．

・誰

・華
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HOMS皿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺロジ

セフーム；1；lllll∵二二；∴べlllllllllllllll：1

　　　　　　　　5．セファルディム（アムステルダム）　　　　ポルトガル分派………………37

アシユケナー釧ρ・アシーケナロジム　　　　酉アシーケナロジム’’’’’’’．’’’姐

　　　　　　　／7．　リトアニア　　　　　　　　　　　　　東アシュケナージム・・…二……41

オリーントド1∵　一∵㍗

Eム9の各ユタヤ人共同体のcant111at1onは，教会旋法でいえば，ほほ次のようになる。

セ

フ

ア

ル
デ
イ

ム

アナ
シ1

ユジ

ケム 7．至
／
1
1

㌣／1。．

シリア30）

ジブラルタル

エジプト・パレスチナ31）

バルカン31）

アムステルダム31）32）

アシュケナージム（西）33）

リトアニア（東）

バビロニア30）32）

ペルシヤ30）32）

イェメン

　旋　　法　　　テノ＿ル

フリジア（ヒポフリジア）　∫＃

フリジァ（ヒポフリジア）　！＃

　　　　　　　　　　∫

　　　　　　　　　　∫

（≒ヒポドリア）　　　　　∫茸

（ドリア→）F－major

ドリア糾F－major

フリジア（ヒポフリジア）

フリジア（ヒポフリジア）

ドリア

∂

！＃

！＃

9

フィナリス

　！＃

　！＃

　∫’

　∫
　∫＃

　∂

∂

∫＃　3度下（∂）．major

！＃

θ

　　傭　　考

3度下（∂）．major

3度下（∂）．ma5or

ア　　マカーム・
フ　　パヤテイ
ビ

ア

ヨ　　ドリア→majOr
lロ

　ツ

パF－majOr

ド　　フ

　　リリ
　　ジ
ア　　ア

　3，4，5は，セファルディムで，アラブとの関連から払音が入っている。ボルトガルから

追放されたユダヤ人の一部がつくったアムステルダム共同体も払音の名残りを留めているこ

とがわかる。

　6，7のアシュケナージムでは，ヨーロッパの影響による長調への移行がみられる。6は，フ

ィナリ，ス∂のドリア旋法からF－majOr（3度上の調）への移行を，また7は，ドリア旋法と

F－majorの混合を，それぞれ示している。したがってこれは＜10．イエメン＞の純粋にドリア

的な旋法とは性格が異なる。イエメンのものはヨー一ツパ音楽の長調の特性をもっていない。

　ところで間題は，教会旋法でいうフリジアにあたるものが，8，9の東方共同体（バビロニ
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ア，ペルシャ）と，1，2のセファルディム共同体（シリア，ジブラルタル）に共通していると

いうことである。この旋法（フリジァ）が元来東方のものか，あるいはセファルティムのもの

かは，はっきりわからない。もし東方のものとすれば，それは古代イスラェルの旋法の1つに

属するといえよう。しかしながら一般にセファルディムの影響は，ほとんど東方全域のユダヤ

人共同体のシナゴグにひろがっている。34）このためセファルディムの旋法がバビロニア，ペ

ルシャに伝わったとも考えられるのである。

　Ide1sohnは，この旋法（フリジア）をPentateuch　modeとして古代ユタヤの旋法の1つ

にあげ，その理由は，「共同体相互の接触がないのに，別々の共同体でPentateuch　が同じ

旋法（フリジァ）でうたわれている」からだと述べている。けれども，MlGGの説明のよう

に，35）セファルディムの，バビロニァ，ペルシャヘの影響がはっきりしているとすれば，

Ide1sohnの説とは別の（たとえば，「それは古代ユダヤの旋法と関係のないセファルディム特

有のものである。」というような）見方もできるこ一とになる。　（ただ，ペルシャとバビロニア

間の直接の相互影響はなかったとみるべきであろう。）

　フリジア旋法に関して，Gastou6は「ユダヤ人のシナゴクにはクレコリオ聖歌の第3旋法

（フリジア）に相当するものは存在しない。とりわけテノール（持続音）36）に3Z37）をもっ

た旋法は全くない。」38）ことを指摘している。それは，「この旋法が，とくにギリシャ，ヘレ

ニスムのものであり，生粋のユタヤ人（1es＜wa1s＞1sra611tes）は，これをきらい，この旋法

の採用に抗議した」38）ためだという。

　Ide1sohnの「フリジァに相当する旋法」（Pentateuch　mode）と対照的な説であり，今後調

べなければならない問題の1つである。39）このようにみてくると，この旋法（フリジァ）は

必ずしも古代のものと断定するわけにはいかなくなる。この問題については，さらにユダヤ人

共同体とその周囲のアラブとの接触，古代ユダヤ旋法とアラブのマカームとの関係などを調べ

る必要があると思われる。アラブ音楽には，とくにHidjaz40）など，フリジァ旋法に近いマ

カームがある。

　一方，イエメンの共同体はセファルデイムの影響は全くなく，完全に孤立していた。41）イ

エメンの例はドリア風であり，42）セファルディムとも，バビロニア，ペルシャとも異なって

いる。また後世の教会第1旋法（トリア）にあたるものは，古代ユタヤの最も　般的な旋法と

レて証明されている。43）

　以上の検討の結果からEx9の申では，イェメンのcant111at1onがユタヤ古代の旋法に最

も近いと思われる。（同じことが，比較総譜による検討その1の場合にも指摘される。）

　　　　　　　　　　　　　旧約聖警の旋法

前項1でしばしば触れたPentateuch　modeは，Ide1sohnのいう＜聖書旋法＞の1つであ
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る。ここで旧約聖書の旋法について簡単にまとめてみよう。44）

　聖書旋法は紀元1世紀にさかのぼる。Ta1mud45）には「聖書は公に読まれ，音楽的な甘美

な調べで聴者に理聾されるべきである。調べなしでモーゼ五書を読むものは，聖書とその法則

の必須の価値を無混しているのである。深い理解はTorah46）をうたう（当然伝統的調べで。）

ことによってのみ達成されうる。聖書を世俗歌の様式で吟唱することはTorahを乱用するこ

とである。」とあり，紀元直陵の数眺己にすでに公のBib1e　readingの音楽的演奏がもくろま

れ制度化されていたことがわかる。47）

　Ide1sohnのいわゆる＜聖書旋法＞が，ユダヤ民族の大半がまだパレスヂナで生活していた

時代に起源をもっている，という証明，即ち，聖書旋法のもつ伝統的古代性の証明は次のよう

なものである。48）

　1．互に接触のないユダヤ人共同体に共通している等質の伝統。

　2．ローマ。カトリック教会と，その影響を受けないユダヤ人共同体との間の共通性。（シ

　　　ナゴグ→カトリック教会。）49）

　聖書旋法は古代ユダヤ・パレスヂナの民俗旋律の残存物の性格をもっている。

　1．セム1オリエントの歌の痕跡。50）

　2．旋法的な形と性質。テトラコードによる旋法の構成。

　3．拍節がない。

　4．モティーフ（オリエントの他の地域，アラビア，ペルシャ，トルコなど51）と異なった，

　　　ある固定した＜音の語法＞）の組合せ。

　旧約聖書のうち，公のread1ngを義務つけられ，音調をもっているもの。

　1　Pentateuch　（前5世紀。Ezraによつて。）

　2．Prophets．　（Second．Temp1e，）

　3　Esther　（Ma㏄abee族52）の時代のころから。）

　4　Lamentat1ons　（Second　Temp1eの崩壊53）以来。）

1篶二■（・一

8　Psa1ms　（エルサレムの神殿で。）

9．Job．（いくつかのユダヤ人共同体で。）

　これに反し，公の儀式で読まれず，音調をもっていないもの。

　1．　Pr0Yerbs．

　2　Ezra

　3　Nehem1ah
　4　Chron1c1es

B1b1e　read1ngではモティーフがとりわけ優位を占めており，聖書旋法のモティーフは厳格

なSyntaXの規則によっている。モティーフは離接的（d1SjunCt1Ve二C1OS1ng）モティーフ，
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接続的（con1unct1ye二bmdmg）モティーフに整理され，この2つのクループのモティーフは，

さらに第1次的disjunctive（完全な節のおわりをあらわす）モティーフ，第2次的disjunctiye

（節の各部分のおわりをあらわす）モティーフに小分けされる。モティーフは，・初期には，音

調，ダイナミック（フォルテ，ピァノ），速度（アレグロ，レントなど）に関してもまた分類

された。亨4）

　聖書旋法の伝統がよく保たれている歴史的ユIダヤ人共同体は，イェメン，ペルシャ，バピロ

ニア（メソボタミア），シリア（アレッポ，ダマスカス），モロッコ，イタリア，アムステル

ダム，南ドイツ，リトアニアなどである。55）

（1）　モーゼ五書56）

　　　　l　　　　　　　　　l　　l　　　　　　　　　！
　　　　θ一∫一9一α十5－6－4一θ
　　　　　　　　　　l　　　1
　　　　　　　　　　全音

　荘厳な精神的高揚の状態を表現する。

　すべての近東及びイタリァのシナゴグに共通している。（例外，イェメン，57）スペインーオ

リエント，アシュケナージム。）

　Ex．10は共通のモーゼ五書旋法の例である。

　1のバビロニァはオリェントの弘音程をもっているが，2のセファルディムではヨーロッパ

の影響で全音，半音の音程になっている。3のアシュケナージムはフリジアが3度下行して長

Ex．10　58）
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以上の（1）（2）（3）の旋法は近親の関係にある。

（4）＜モーゼ五書＞の詩g部分64）

　The　Song　of　the　Sea（Exod．XV），The　Ten　Command㎜ents　（E茎od　XX，2－17），

（Deut　V，6－18），The　B1essmg　of　Moses（Deut　X累X皿）は特別な旋法でうたわれる。65）

（5）予己書66）

　l　　　　　　　　　　　l　　　l　　　　　　　　　　　1

　6一θ一！一9＋α一6－6－6　（ギリシヤ：フリジア）グレゴリオ聖歌では第1旋法（ド
　　　　　　　l　　　1
　　　　　　　全音
リァ）。アラヒァのマカームでは，Bayat1に相当する。67）

　場合によっては次のように変えられる。

　1　　　　　　　　1　1　　　　　　レ1　　1
　∂1一θ％一∫1－9＋91一α％一み　一0
　　　　　　　　　　1．　　1
　　　　　　　　　　同度

　これはグレゴリオ聖歌の第2旋法（iヒポドリア）に相当する。この旋法は，ユダヤのシナゴ

グ歌，民俗歌の標準音階である。68）（一般にセム族特有の旋法でもある。）短調的だがメラン

コリーな感じはしない。69）

（6）　（エレミヤ）哀歌70）

　予言書と同じ旋法。

（7）ヨブ記71）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　1つの長調のテトラコードから成る。！一g一α一6　（＝イ才ニァ、ヒポリディァ）

（8）詩篇72）

　グレゴリオ聖歌のドリア，ヒポフリジア，リディアの各旋法に相当する。

（9）蔵　言

　詩篇の旋法＜ドリア＞の変形。

（10）ダニエル書

　リディア旋法。

（11）エステル記

　オリエントのユダヤ人共同体で使用されている。フリジアを用いている共同体もあれば，ド

リアを用いている共同体もある。

　尚、HM　IではB1b1e　read1ngの（テトラコートによる）旋法は3種にまとめられている

が，以上のJMの記述とは少し差異がみられる。73）
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註　エ）この小論は1966年5月7日東洋音楽学会例会で発表した草稿をまとめたものである，。用いた資

　　　　料はすべて拙稿，1965年度東京芸術大学音楽学部楽理科卒業論文「ユダヤ音楽における古代的

　　　　諸要素について」一主として宗教歌による実証的研究の試み　　によっている。

　　2）Diaspora時代のユダヤ人の分布は，申近東，地申海沿岸＜セファルディム＞，ヨーロッパ

　　　　＜アシュケナージム＞の3つの地域に大別される、

　　3）イスラエルの独立（1948）のかなり以前から世界各地のユダヤ人はイスラエルに帰りはじめた。

　　　　（ニシオニズム。）しかし，現在，ユダヤ人のイスラエル帰還の状況は各共同体でまちまちで，

　　　　たξえば，イエメンのユダヤ人のように全員の帰還を完了した共同体もあれば，今だにほとん

　　　　ど動かず現地にとどまつている共同体もある。

　　4）ユタヤ人の共同体相互の共通要素がかならずしも古代的要素だとはいえない、たとえは，その

　　　　周囲の民族の音楽が，2つ以上のユダヤ人共同体に影響を及ぼし，そのために共同体間に共通

　　　　要素が生じていることも考えられる、

　　　　　　　　　　　　■共同体A＼
　　　　　周囲の民族の音楽→共同体B→共通要素
　　　　　　　　　　　　　＼共同体C・司

　　　　この問題の解決には，当然，歴史的・民族音楽学的解明が必要となってくる。

　　　　尚，ユタヤ音楽の＜口伝＞（ora1trad1t1on）の確実性については，I　Ad1er，Synagogue

　　　Chants　of　the　Twe1fth　Century，ar1e1（a　quarter1y　rev1ew　of　the　arts　and　scle固ces

　　　m　Israe1）No15．1966，梁島章子・水野信男，「イスラエル音楽研究」一〇ra1trad1t1on

　　　　について一r音楽学13－3．1967参照。

　　5）各共同体のユタヤ人によってうたわれた創世紀第I章冒頭のcant111at1onの資料。このうち
　　　比較総譜として役立つものは1～6，1乱　（）内は章，節。1．セファルディム（フランス）

　　　　（I，1～4），HOMS　II　p．362．イタリア　（I，1～5），HOMlS　II　p．36　3．モロッコ

　　　　（I，ユ～8），IT　Vo1．2　4．バビロニア　（I，1～2），ML13　5．ジェルバ（I，ユ～

　　　　5），ML176ローマ・カントール（I，1），ML18　7でスラェルーヤッファSamarユtaner

　　　　（I，1～5），MldB　8．イラクーバグダッド（I，1～5），lMdB〈4のバビロニアと同じ

　　　　もの）9．イラクーバグダッド（I，1～5），MdB（8と同じもの，ただしヘブライ語の文章

　　　でなく発音記号名でうたっている。）　10　ヒザノチノ・エクフォネソス（I，1～4）11イ

　　　　ェメン（I，1～4）　12．バビロニア（I，1～3），（10～12はSB　pP．427～428，旋律の

　　　譜例だけでことばがついていない。）　13．イェメンーダマル（I，1～5），MdB

　　　　4と8は同じ内容だが、8の方が全体に半音高く録音されている、比較総譜の＜5．バビロニ

　　　　ア＞は8の方にしたがった。

　　6）比較総譜申，1，2はIde1sohnのHOMS　IIから引用、3，雀，5茅6，7はテープ茅レ
　　　　コードより筆者が採譜したもので、実音は男声のソロのため、この記譜より1オクターブ低い。

　　　　1，2の歴時は不明。2は旋律がしはしばときれている　　休符が多い。3はかなりメロティ

　　　　ックでゆったりしている。4，5は皐口の朗読風，一本調子であまりとぎれない。6は申庸の

　　　はやさ，朗唱風。7はメリスマ的。

　　　拙稿，採譜ノート，7Beresh1t（モロッコ）、27B1b1e　read1ng　（ソェルハ）、28B1b1e

　　　readmg（ローマ・カノトール），29B1b1e　readm9（ハヒロニア：イラク＝ハクタット）参照。

　　7）M㏄7．P．245；272ff．ML　p．8参照。

　　8）この録音の歌の発音では，いくらかのことばがぬけている。（前後の語に同化したためか？）

　　　発音のききとれない語は，おもに冠詞，接続詞。［etコニ目的格前置詞，［wa］二and，〔haコ＝

　　　冠詞，［ru－ah］＝sp1r1t

　　9）MGG7．PP．270～271参照、

　10）MGG7．PP．266～270参照。

　11）ローマのシナゴクは東方ユダヤ音楽の焦点的な価値をもっている，ということができる、なぜ

　　　なら，ローマでは，アラム・ユダヤの要素の，グレゴリオ聖歌の新しい形への浸透が起り事東

　　　西儀式音楽の総合的統一が行なわれたからである。（ML　p．11）

　　　＜カントール＞という名称は。p聯centor，promnαatOr　psa1㎜1とともに元来キリスト教会
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　　の先唱者を意味することばである（JM　p．109）が，E．Gerson－kiwiはMLのテーブ（比較

　　総譜に引用したもの。）の説明の申で“the　cantor　of　a　Roman　synagogue”といっている

　　から・ここではIde1sohnのいう：ノナコクの職業的なPrecentor＜Chazzan＞を指している

　　のであろ㌔　（Grove4p630ではChazzan＝cantor　Chazzan－Hazzanともいう一の発
　　展過程についてはJM　pP　I06～109参照。）ChazzanはもともとP1yyut＊（韻律詩）の複雑

　　な音楽のうたい手として生まれたのであり，（JMp．106）この譜例にみられるようなメリスマ

　　も，やはりそうした背景から理解することができる。Precentorのso1o　recitationはキリス
　　ト薮会ではコラール，交謂にとってかわられることになるが，シナゴグでは重要性を保ちつづ

　　けたo　（JM　p．109）

　　肘p1yyut（ギリソヤ語）＝ma主mad（＼フライ語）＝Hy皿nengesang

　　　ユステイニアヌスI（553）がビザンチン王国のユダヤ人に課した宗教的拘束への反動とし

　　　て，神の儀式に公に入った。イスラエルで成立し、最初から芸術的形式をふまえ，リズムの

　　　ある節から成る。7世紀以後押韻された。

12）2のイタリァは地中海圏ではあるが，一方争1のフランスのセファルディムと同系統のものと

　　みなすこともできる。

13）Grove4p．623参照。

14）ヘブライ語の原文はEx．斗参照。1は意味上の段落。

15）ヘブライ語聖書のエクフォネティック記号は奪，r，：は行の上に，終止の場合の：は行と同

　　列に，その他のものは行の下についている。

16）A　Gastou6，Chant　Ju1f　et　Chant　Gr6gor1en（Reyue　du　Chant　Gr6gor1en　Vo135No　4

　　p．ユ16）参照。

　　「ヘブライ語のイントネーションは変化しやすい。」

剛鵬塞（岬の直前）：‡1むζ）貧11；：1鵠

17）・→一はフィナリスの音高。1目盛は半音。旋律線の音高を線で結ぶ。リズムと歴時は無視。

　　点線は前の音が次の音へ継続していることを，したがって，点線のないところでは旋律線がと

　　ぎれることを示す。

18）1　フラノス（Genes1s　I，1～4），　2　イタリア（同I，1～5），　3　モロッコ（同工，

　　1～5）。　4．ジェルバ（同L　1～5），　5．バビロニア（同I，1～5），　6．イェメ

　　ン（同L　1），　7一ローマ・カントール（同I，1）による比較観察。

19）急下降のおわり方は，ブハラのものにもみられる。JM　pP．44～46；HOMS　II，PP．44～45．

　　Comparat1ve　tab1e　of　a㏄ent　mot1Yes　for　the　mtonmg　of　the　Pentateuch参照。

20）op　c1t　Comparat1ye　tab1e参照。

21）エクフォ不ティック記号の，共同体相互における類似現象については，op　c1t　Comparat1Ye

　　tab1e参照。

22）Fはフィナリス，Tはテノール（持続音）　（1）は原調，　（2）は比較を容易にするため移調した

　　もの。以下の比較観察は（2）による。

23）P㎝tateuch　modeはオリエノトとイタリアのソナコクに共通して存在する。（例外，スペイ

　　ンーオリエント，イエメン。）

24）Ide1sohnはこの引用譜（フラノスのセファルティム）をPentateuch　modeにいれている。

25）拙稿，東尿酉術大学音楽学部楽理科卒業論文P15第3図参照、

　　モロッコ，ソェルハとハヒロニアの共通要素が古代要素とは限らない。また，ハヒロニア→モ

　　ロッコ，ジエルバという流れもこの場合考えられない。なぜなら，この例のバビロニアのもの

　　がバビロニア本来のPentateuch　mOdeではないからである。

26）本論文，註11）参照。

27）Ex．9の譜例はすべてHOMS　IIから引用。

28）MGG7．PP．246～247；PP．275～277参照、

29）1MlGGτpP．271～272．

30）調号に｝雌（×）があるが，この引用譜では，実音として出てこないので，一フリジアとした。
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31）アラビアの旋法の影響か？＜5．アムステルダム＞の払＃音は補助音的。＜3．エジプト・パレ

　　スチナ＞＜4．バルカン＞はアラビアのマカームではBayatiに近い。しかし正確に同型のマ

　　カームは見当たらない。

32）うたい出しに4度の上行がみられる。　Gastou≦（Revue　du　Chant　Gr6gor1en，Vo135

　　No．2，P．52）によれば，「ヘブライの歌は4度の上行を好む。」たとえば，グレゴリオ聖歌

　　がゐ一ブ6一和と進行するのに対し，ユタヤのcant111at1onでは6o一和，前者が伽一30Z

　　－Zαであるのに対し，後者は。伽｛一Zαと上行する。有名な申命記VI，4のパッセージでは次

　　のように進行する。

　　　刎5－Zα　　Zα一Zα一1α　フ加一1α　　Z会一刎づ一〃z｛

　　　Schema，Y1s－ra－e1　Schema，Yis－ra一ε1など。

　　しかし，このGastou6の説に対し，イエメンの共同体のユダヤ人がうたった同じ箇所の

　　cant111at1on（01d－Jew1sh　1M［us1c－The　Rad1o　Statlon　of　the　V01ce　of　Z1on－No　3）は

　　舳50Z1αではじまる。拙稿，採譜ノート，3Shema　Israe1，JM　p140，（9）参照。

33）＜6．アシュケナージム＞の譜例申，［コ内はペンダトニック・モティーフ。Gr0Ye4．P．626；

　　MGG7．P275（ドイツの民謡）参照◎5音音階はドイツ，イギリスなど，ゲルマン（ケルト）

　　族の一部で使われる。（使わない種族もある。）ハンガリーの民俗音楽も5音音階。スラブ，

　　ラテンでは使わない。

34）「東方のユダヤ人共同体へのセファルディムの影響。たとえばイラクには古いスペインの歌の

　　形式がみられる。」　（MGG7．P．246）；「ペルシャのユダヤ人共同体は18世紀のモロッコ・セ

　　フ7ルディムの儀式に同化した。」　（MGG7．P．271）

35）MGGのユダヤ音楽の項目は現代イスラェルの学者によって執筆されているが，この例のよう

　　にIde1sohnと異なった見解がなくはない。これが，見解の相異によるものか，それとも新し

　　い摩史的実証にもとづくものかは不明。

36）Tene早r＝Tenorの古形。（0．E．D．XI　p．184）

37）＝英語：ろ（口音）

38）Re∀ue　du　Chant　Gr6gor1en，Vo135　No　l　PP　9～10，Vo135No　5p　131　Gastouξ

　　の説は，Ide1sohnの説（フリ！アをPentateuch　modeとする説）と対照的で矛盾してい

　　る。

39）単るな旋法上の見方の相異かもしれない。

40）Maqam　H1d〕az（エ：ノプト）

　　　一　　　　　　　　禽嵐紅茎

　　　　　　地享葦華；

　　　　　（Recuei1des　TraYaux　du　Congrさs　de　Musique　Arabe，　1e　Caire，1932）

41）MGG7．P．246．

42）Ide1sohnはこれをProphets　mode（ニトリア）に入れている。そして，聖書の申のある

　　textの旋法を他のtextに移す例（PrOphets→Pentateuch）として説明している。

　　（JM　p．43）

43）JM　p50（e），Gastou5，Chant　Ju1f　et　Chant　Gr6gor1en参照。

44）Ide1sohnは代表的な古代ヘフライの旋法をB1b1e　readmgとPrayerの2つに分けて述べ

　　ている・その体系はJM第3章（PP・35～71TheModesoftheBib1e），第4章（PP．72
　　～92The　Modes　of　the　Prayers）に詳述されている。　（＜‘‘The01dest　Unrhythm1ca1

　　E1ements　of　Jew1sh　Song”）「このB1b1eとPrayerの両旋法はユタヤ音楽の最も古
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　　く最も真正な，又，最もオリエント・セム的なものである。その後のユダヤ音楽の創造はここに

　　基礎をおいている。」（JM　p．89）尚，ユダヤ教の儀式，詩篇の旋法の研究にはGastou6の

　　論文がある。　（Revue　du　Chant　Gr6gonen　yo135No1，9ff，Vo135No5，129ff）

45）ユダヤ教の経興。ユダヤ教でモーゼの定めたと伝えられる律法に対して，まだ成文化しない習

　　憤律をラヒ達が集成したもの。前2世紀初めの義人ソモノSm‘δn　hassad砒kから5世紀の

　　ラヒナ・ハル・フナRabma　II　bar　Huna（9～499n　Chr）にいたるいわゆる律法学者の所

　　説の集録でいわば旧約集注書とでもいうべきものである。（タルムードの語義は本来は「教

　　え」一とくに旧約聖書にもとついた「教え」を意味する。）タルムートは構成上M1§nahと

　　G・m，rでの2大部分に分かれる。

　　⑧Mi§nてh．1世紀から3世紀にいたる律法学者群たるタンナイムTann蚕’全mが伝承し，かつ

　　　展開したいわゆる口伝の律法をラヒ。イェフタ・ハナッソR　Yeh亡dh三h　ham諭’（136～

　　　217）が結集したもの。

　　⑧G・m欄はMi§nihの注釈書。

　　タルムードは広くユダヤ民族の杜会生活を物語る。エルサレム（またはパレスチナ）のタルム

　　ードとバビロニアのタルムードとがある。

46）　二Pentateuch．

47）　JM　pP．35～36．

48）　JM　p．7ヱ．

　　比較総譜の検討その2で触れたように，Ide1sohnのいう「柏互に接触のなかった共同体」に

　　ついてMGGでは異なった見解を示している箇所がある。

49）拙稿，東示ム術大学音楽学部楽理科卒業論文「ユタヤ音楽における古代的講要素について」第

　　1章第2節，旋法及び旋律型　（2）宗教音楽の旋法及び旋律型　b．歴史的研究一シナゴグ歌の

　　キリスト教会への移行一参照。

50）ユダヤの歌の古い相は他のオリエントの歌と多くの点で共通だが，そのモティーフと表現は独

　　特なものである。JM24ff　Chap　II参照。

51）アラビア，ペルシャ，トルコの音楽は，

　　1．定まったリズム・パターンの上に旋律がうたわれる。

　　2．後半に同じ型がくる。（曲のおわり方に伝統の制約がある。）

　　3．ゼクエンツが多い。

　　などの特徴をもっている。

52）前2世紀のユダヤの英雄族。

53）西暦70年。

54）拙稿，東京芸術大学音楽学部楽理科卒業論文「ユダヤ音楽における古代的諸要素について」第

　　1章第1節「エクフォネティック記号」参照。

55）HM　I　p．150．

56）JM39ff．

57）JM　p．51参照。

58）　JM　pP．40（ゾ41．

59）アシュケナージムでは，フリジア（ギリシャニドリア）旋法が3度下がって長調の主音をもつ

　　場合が多い。これはヨーロッパの歌の影響である。Gr0Ye4p．626参照。
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62) 

63) 

64) 

65) 

66) 

67) 

' ' (BabytoniaT,-A~;hkenaaic) 

. Ruth 1,1-2; : '; ~ -r' L 
i
 B aby I . 

~fay-hi. b~nle she!10t hash.shof!timw'ay-hi ra-ab ba-a-Bes 

2
 A8hkenaz. 

~-: 
i
 

wiay-ye-lech ish m'b~)eth le-hemye - hu - da 

2
 

,~ . 
1
 

lai;ur bi8 - de mo-ab hu we-i8h-to ush-ne ba-n~'aw 
S
~
 

~~ 

C~)~O C'~"". I~t~~] -7Q)7~~~7~/_ ~~-~; JL.~; ~~~V~(!~ ~}~. 7~/* iT~-~~J~~.~)~1 -~:' 

y l~~) major (~:=-'-'~D C~~~:~~~~~4s7C> tLl~~~l~h>~~~5;~. (~lf~:~~;e~ JM p. 48 ~; ~ ~) 

rf~;O~~~:~~~ ~ ;~~l'~:e~7 ~/ * ir ~h - ~> A ~)~{ijfr~~~;a~ ;~.J (JM p. 58) 

~i~ ~)~~~~) ~f;~I Q)~~ 

4 ~: / :/ : Pentateuch ~ Prophetic mode ~ ~ 7C 5 . (JM p. 51) 
~~ )v~/~ : Song of Songs ~ Prophetic mode c'~<'~ ~ 7C 5 . (JM p. 51) 
~~7 ･) * ir ~~ - ~;) ~ : Song of Songs ~ pentateuchal mode c'~=" 5 t~~ 5 . (JM p. 41) 

JM pp. 44-46 Comparatrve table of accent motrves for the intoning of the Penta-
teuch. ~~~_~= ~~(.. 

JM p. 47. 

JM p. 47. 

JM p. 47. 

CtLe~ scroll ~)FFl~)~~~eCJ~ ;~ . 

Talmud c }~ ca rach all gabbe levena=a log (10ng 

line) upon a brick (short line) ~ ~~z~~. 

JM pp. 50-51. 

Maqam Bayati (:ll '> 7p h ) 

~~ ~l;~- ~ 

o s:~ ~ o 

(Recueil des Travaux du Congr~s de Musique Arab, Ie Caire 1932.) 

68) 

69) 

70) 

!~ ~t~~) folk song ~),~,~800/0e~. 

JM p. 51. 

JM pp. 51, 56, 

C C~~~~!~~ 5 r-(LbtL ;~ . 
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71) s j"-----'~Ec~l070~j~~) 5 ~ 2 ~t*~~r~~~~ 1000 . (~:-~~'--',-･*e~ 915~ic~ ~ . 3~ 
~ ~ 2 ~1~~~r~~~L~L*870 3 ~~~~r~~~J~!~~O 4 - 5 ~~~~~~~~* a few. ~~~:~~~~ c 2 ~~~~~~i~~.) 

r 3 7r-'-.-'__~E. ~~~:~ ~'=~~'-'--･=. ~~~:~)E~~:eC~~~tL;~ 2 ~~5~~~~~e~ Public singing ~ response IC~~I~~~~ 

z~) ;~ ~: 5 eC ~ ,~~I*btL;~.J JM p. 56. 

72) JM pp. 58-65. ~~~:(~) ~ ~~:~~eC~V~~e~ JM. p. 60 ic~ 7 ~ ~ ~/ ~~ ;~~)~lf~~~a~;~. Revue 

du Chant Gr6gorien. Vol. o'5 No. 5, 129 ff. (Gastou~) ~~-~~ ~~(. 

73) HM I p. 150. 

l. ~-f-g-a+a+b+c+d 
(Pentateuch, Ruth, Prediger, Hohes Lied. ) 

2. ~-e-f-~+g-a-b-c 
(Propheten, Klagelred, Esther, Psalmen. ) 

"o' f-g-a-b+c-d-e-f 
(JJob, Psalmen. ) 

Grove 4 

HM I 

HOMS II 
IT 

JM 
MdB 

MGG 7 

ML 
SB 

~~ H~ IC ;~ e¥ t*- ~~ ~~ 

E. Werner. Jewlsh Music (Grove's Dictionary of Music IV, Fifth ed., London 
1954) . 

P. Wagner. Der Gregorianische Gesang (Handbuch der Musikgeschichte, Erster 

Teil, Berlm 1930) 

A. Z. Idelsohn. Hebraisch-orientalischer Melodienschatz Band II, Leipzig lq.22 

Deben Bhattacharya. In Israel Today. Westmmster Hi-Fi WF 12026-12029 

A. Z. Idelsohn. Jewish Music in its Historical Development. New York (,-~/1967 

E. Gerson-Kiwi. Die Musik der Bibel in der Tradition Althebr~ischer Melodien 

Schwann-Verlag-Dusseldorf, AMS 5004 

H. Avenary. Jtidische Musik. (Musik in Geschichte und Gegenwart VII) 

E. Gerson-Kiwi. Jtidische Volksmusik. (MGG VII) 

Gerd Benjamin Pinthus. Das Musikleben in Israel. (MGG VII) 

E. Gerson-Kiwi. The Musical Legacy of Ancient Israel 

E. Werner. The Sacred Bridge. London-New York 1959. 




